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              紀美野町第３回定例会会議録 

              平成２５年９月１０日（火曜日） 

 

○議事日程（第１号） 

 平成２５年９月１０日（火）午前９時０７分開会 

 第 １        会議録署名議員の指名について 

 第 ２        会期の決定について 

 第 ３        諸般の報告について 

 第 ４ 議案第４２号 平成２４年度紀美野町一般会計歳入歳出決算の認定について 

 第 ５ 議案第４３号 平成２４年度紀美野町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算 

            の認定について 

 第 ６ 議案第４４号 平成２４年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計歳入歳 

            出決算の認定について 

 第 ７ 議案第４５号 平成２４年度紀美野町野上簡易水道事業特別会計歳入歳出決算 

            の認定について 

 第 ８ 議案第４６号 平成２４年度紀美野町美里簡易水道事業特別会計歳入歳出決算 

            の認定について 

 第 ９ 議案第４７号 平成２４年度紀美野町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算 

            の認定について 

 第１０ 議案第４８号 平成２４年度紀美野町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認 

            定について 

 第１１ 議案第４９号 平成２４年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別会計歳 

            入歳出決算の認定について 

 第１２ 議案第５０号 平成２４年度紀美野町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の 

            認定について 

 第１３ 議案第５１号 平成２４年度紀美野町上水道事業会計決算の認定について 

 第１４ 議案第５２号 紀美野町子ども・子育て会議条例の制定について 

 第１５ 議案第５３号 紀美野町道路線の認定について 

 第１６ 議案第５４号 和歌山市、那賀消防組合、海南市及び紀美野町消防通信指令事 

            務協議会の設置に関する協議について 
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 第１７ 議案第５５号 平成２５年度紀美野町一般会計補正予算（第２号）について 

 第１８ 議案第５６号 平成２５年度紀美野町国民健康保険事業特別会計補正予算 

            （第２号）について 

 第１９ 議案第５７号 平成２５年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計補正予 

            算（第１号）について 

 第２０ 議案第５８号 平成２５年度紀美野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１ 

            号）について 

 第２１ 議案第５９号 平成２５年度紀美野町介護保険事業特別会計補正予算（第１ 

            号）について 

 第２２ 議案第６０号 平成２５年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別会計 

            補正予算（第１号）について 

 第２３ 議案第６１号 平成２５年度紀美野町農業集落排水事業特別会計補正予算（第 

            １号）について 

 第２４ 議案第６２号 平成２５年度紀美野町美里簡易水道事業特別会計補正予算（第 

            １号）について 

 第２５ 議案第６３号 工事請負契約の締結について（平成２５年度町道平中通り２号 

            線（仮称・新龍光寺橋）橋梁架設工事） 

 

○会議に付した事件 

 日程第１から日程第２５まで 

 

○議員定数 １４名 

 

○出席議員        議席番号   氏   名 

               １番 七良浴   光 君 

               ２番 町 田 富枝子 君 

               ３番 田 代 哲 郎 君 

               ４番 加 納 国 孝 君 

               ５番 北 道 勝 彦 君 

               ７番 上 北 よしえ 君 
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               ８番 伊 都 堅 仁 君 

               ９番 仲 尾 元 雄 君 

              １０番 松 尾 紘 紀 君 

              １２番 美 野 勝 男 君 

              １３番 美 濃 良 和 君 

              １４番 小 椋 孝 一 君 

 

○欠席議員 

               ６番 向井中 洋 二 君 

              １１番 杉 野 米 三 君 

 

○説明のため出席したもの 

             職   名    氏   名 

            町 長 寺 本 光 嘉 君 

            副 町 長 小 川 裕 康 君 

            教 育 長 橋 戸 常 年 君 

            消 防 長 家 本   宏 君 

            総 務 課 長 井 上   章 君 

            企画管財課長 増 谷 守 哉 君 

            住 民 課 長 牛 居 秀 行 君 

            税 務 課 長 中 谷 嘉 夫 君 

            保健福祉課長 山 本 倉 造 君 

            産 業 課 長 大 窪 茂 男 君 

            建 設 課 長 山 本 広 幸 君 

            総務学事課長兼 

            教 育 次 長 
中 尾 隆 司 君 

            生涯学習課長 岩 田 貞 二 君 

            会 計 管 理 者 西 切 博 充 君 

            水 道 課 長 温 井 秀 行 君 

            地籍調査課長 尾 花 延 弥 君 
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            美 里 支 所 長 西   敏 明 君 

            国体推進課長 南   秀 秋 君 

            代表監査委員 向 江 信 夫 君 

 

○欠席したもの 

             な  し 

 

○出席事務局職員 

            事 務 局 長 大 東 淳 悟 君 

            書 記 中 谷 典 代 君  
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 開 会 

○議長（小椋孝一君）    規定の定足数に達しておりますので、ただいまより平成２

５年第３回紀美野町議会定例会を開会します。 

（午前 ９時０７分） 

 

○議長（小椋孝一君）    これから本日の会議を開きます。 

  なお、執行部より議案第６３号の提出があり、本日、本会議開会前の議会運営委員会

で協議いただき、日程につけ加えていますので、報告し、御了承願います。 

  本日の日程はお手元に配付のとおりです。 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名について 

○議長（小椋孝一君）    日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定によって、１２番、美野勝

男君、１３番、美濃良和君を指名します。 

◎日程第２ 会期の決定について 

○議長（小椋孝一君）    日程第２、会期の決定の件を議題とします。 

  議会運営委員長から審査結果の報告を願います。 

  議会運営委員長、美野勝男君。 

（議会運営委員長 美野勝男君 登壇） 

○議会運営委員長（美野勝男君）    去る９月４日、議会運営委員会を開催いたしま

したので、その結果について報告いたします。 

  会期は、本日から２５日までの１６日間とし、再開日は１８日、２０日及び２５日と

決定しました。 

  議事日程につきましては、配付しております議事予定日程表のとおりであります。 

  なお、決算の認定につきましては、質疑を終了した後、決算審査特別委員会を設置し

て付託いたしたいと思います。 

  次に、一般質問の通告は９月１１日（水曜日）の午後３時までといたします。 

  全員協議会は、９月１０日（火曜日）、本会議終了後開催したいと思います。 

  次に、総務文教常任委員会を９月１３日（金曜日）午前９時３０分から、産業建設常

任委員会を９月１２日（木曜日）午前９時３０分から開催したいと思います。 

  また、決算審査特別委員会が設置された場合、９月１８日、本会議終了後開催したい
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と思います。 

  次に、広報編集委員会を９月２０日、本会議終了後開催したいと思います。 

  なお、議事の進行上、日程を順次繰り延べる場合もありますので、よろしくお願いし

ます。 

  以上で報告を終わります。 

（議会運営委員長 美野勝男君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    お諮りします。 

  本定例会の会期は、ただいま報告のとおり、本日から９月２５日までの１６日間とし

たいと思います。 

  これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小椋孝一君）    異議なしと認めます。 

  したがって、本定例会の会期は、本日から９月２５日までの１６日間と決定しました。 

◎日程第３ 諸般の報告について 

○議長（小椋孝一君）    日程第３、諸般の報告を行います。 

  監査委員から、例月出納検査結果に関する報告が提出されております。 

  お手元に配付のとおりであります、御了承願います。 

  本定例会に提出された案件は、お手元に配付のとおりです。 

  この際、町長から行政報告の申し出がありましたので、これを許します。 

  町長、寺本君。 

（町長 寺本光嘉君 登壇） 

○町長（寺本光嘉君）    開会に当たりまして、一言御挨拶並びにその後の行政報告

を申し上げます。 

  本日、紀美野町議会第３回定例会を招集いたしましたところ、議員各位を初め関係者

の皆様方には何かと御多忙の中、御出席を賜りましてまことにありがとうございます。 

  また、先日の敬老会におきましては、皆様方の御協力によりまして盛会裏に無事終了

することができました。また９月４日には町道谷線の開通式が行われ、地元の要望であ

りました事業が完成をいたしました。 

  現在、国におきましては来年４月からの消費増税の是非について集中点検会合から意

見を聞くなど、増税への動きがあります。安倍首相は１０月初旬に最終判断を行う意向
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を示しております。いずれにいたしましても景気の底上げを願うものであります。 

  また、異常気象や災害等の暗いニュースが多い中で、２０２０年の東京オリンピック

開催決定は国民に新たな希望を与えてくれました。 

  さて、平成２４年度一般会計の決算状況は、実質収支が３億９，３３８万１,０００

円であります。黒字額の約半分を平成２５年度においての財政調整基金に積み立てます。

なお、特別会計も含めた財政健全化の指標も良好な状況であります。本年の各種事業に

おきましても順調に進捗をいたしておるところでございます。 

  今議会の補正予算に地域の元気臨時交付金を計上いたしておりますが、これは国の緊

急経済対策によるもので、交付金の内示がありましたので単独事業等に充当するもので

あります。 

  また、高機能指令システム等共同整備事業負担金は、消防指令業務を共同運営するた

めの負担金でございます。 

  子ども・子育て支援法の成立により、子ども・子育て会議の設置やニーズ調査も行い

ます。 

  さて、今期定例会に上程いたしております案件は、議案第４２号から議案第６３号ま

での２２件であります。 

  平成２４年度紀美野町一般会計及び特別会計歳入歳出決算認定の承認をいただく案件

が１０件、条例の制定についての案件が１件、町道路線の認定についての案件が１件、

和歌山市、那賀消防組合、海南市及び紀美野町消防通信指令事務協議会の設置に関する

協議についての案件が１件、工事請負契約の締結についての案件が１件、そして平成２

５年度紀美野町一般会計及び特別会計の補正予算に係る案件が８件であります。 

  この後、担当課長より詳しく御説明申し上げますので、十分御審議の上、原案どおり

御可決くださいますようお願い申し上げまして、御挨拶並びに行政報告とさせていただ

きます。 

（町長 寺本光嘉君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    次に、過日、産業建設常任委員会が町内の所管事務調査を

行っていますので、副委員長から調査結果について報告願います。 

  産業建設常任副委員長、仲尾元雄君。 

（産業建設常任委員長 仲尾元雄君 登壇） 

○産業建設常任委員長（仲尾元雄君）    本日、向井中委員長が所用で欠席されてお
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りますので、副委員長の私から代理で報告させていただきます。 

  去る７月８日、産業建設常任委員会、町内所管事務調査を実施いたしました。常任委

員７名全員参加のもと、町内道路の実施計画等について現場を視察し、建設課長より詳

細な説明を受けました。 

  野鉄代替道路については平成２７年度完成に向け進行中であり、また県道野上清水線

について、残り区間約３キロメートルを平成２９年度までに改修したいとのことでした。 

  山畑地区農道については、１号橋が完成し、引き続き２号橋の下部工事に着手してい

ただけるとのことでした。 

  いずれの現場も実施中もしくは年度内実施に向けて順調に進行しておりました。 

  次に、のかみふれあい公園、パークゴルフ場にて、産業課長より現在までの利用状況

やコース等に関する今後の改修の見通し等の説明を受けました。 

  梅雨明け宣言され、日中の気温が３５度近い強い日差しの中ではありましたが、月曜

日にもかかわらず多くのお客様がパークゴルフ場を楽しんでくれておりました。 

  委員からの野外ステージの利用時の電源容量不足に関する指摘に対しては、今後イベ

ントの種類等により必要となる容量等を調査し、検討していきたいとのことでした。 

  また、パークゴルフ場利用料金については、平日よりも土日のほうが高く設定されて

いることが土日の利用客が少ない要因の一つになっていると思われ、利用料金について

再度検討の余地があるのではないかとの指摘に対しましては、関係団体とも協議し、検

討していきたいとのことでした。パークゴルフ場の芝が植木の成長により日陰となり一

部で発育に影響が出ている件に関しましては、芝の発育状況を見ながら支障のある樹木

の枝を切る等、対処していきたいとのことで、今後もできるだけお客様の要望等に応え

ながら、多くのお客様に満足していただけるよう努力していくとのことでした。 

  以上で、委員長報告を終わります。 

（産業建設常任委員長 仲尾元雄君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    次に、一般質問の通告は９月１１日、午後３時までに提出

願います。 

  今期定例会までに受理した請願は、お手元に配付のとおりであります。請願第１号は

総務文教常任委員会へ付託しましたので、報告します。 

  以上で諸般の報告を終わります。 

◎日程第４ 議案第４２号 平成２４年度紀美野町一般会計歳入歳出決算の認定について 
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◎日程第５ 議案第４３号 平成２４年度紀美野町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決 

             算の認定について 

◎日程第６ 議案第４４号 平成２４年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計歳入 

             歳出決算の認定について 

◎日程第７ 議案第４５号 平成２４年度紀美野町野上簡易水道事業特別会計歳入歳出決 

             算の認定について 

◎日程第８ 議案第４６号 平成２４年度紀美野町美里簡易水道事業特別会計歳入歳出決 

             算の認定について 

◎日程第９ 議案第４７号 平成２４年度紀美野町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決 

             算の認定について 

◎日程第１０ 議案第４８号 平成２４年度紀美野町介護保険事業特別会計歳入歳出決算 

              の認定について 

◎日程第１１ 議案第４９号 平成２４年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別会 

              計歳入歳出決算の認定について 

◎日程第１２ 議案第５０号 平成２４年度紀美野町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決 

              算の認定について 

○議長（小椋孝一君）    日程第４、議案第４２号、平成２４年度紀美野町一般会計

歳入歳出決算の認定について、日程第５、議案第４３号、平成２４年度紀美野町国民健

康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第６、議案第４４号、平成２４

年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第７、

議案第４５号、平成２４年度紀美野町野上簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて、日程第８、議案第４６号、平成２４年度紀美野町美里簡易水道事業特別会計歳

入歳出決算の認定について、日程第９、議案第４７号、平成２４年度紀美野町農業集落

排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第１０、議案第４８号、平成２４

年度紀美野町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第１１、議案第

４９号、平成２４年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別会計歳入歳出決算の認

定について、及び日程第１２、議案第５０号、平成２４年度紀美野町後期高齢者医療特

別会計歳入歳出決算の認定について、以上９件を一括議題とします。 

  説明を願います。会計管理者、西切君。 

（会計管理者 西切博充君 登壇） 
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○会計管理者（西切博充君）    議案書の１ページをごらんください。ただいま一括

議題とされました議案第４２号から議案第５０号までの説明をさせていただきます。説

明は款項について執行額のみ読み上げさせていただきますので、御了承いただきたいと

思います。 

  なお、本決算につきましては、８月８日、９日の２日間にわたり監査委員による決算

審査を実施していただいております。 

  議案第４２号、平成２４年度紀美野町一般会計歳入歳出決算の認定について。 

  地方自治法第２３３条第３項の規定により、標記決算を別冊により、別紙監査委員の

意見書をつけて議会の認定に付する。 

                 平成２５年９月１０日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  なお、以下議案第４３号から議案第５０号までの朗読は省略させていただきますので、

御了承いただきたいと思います。 

  それでは、別冊の平成２４年度紀美野町決算書、２ページをお願いいたします。平成

２４年度紀美野町一般会計歳入歳出決算書の歳入でございます。 

  １款、町税の収入済額は８億５,７３４万７,２６３円、不納欠損額２７０万４,１５

５円、収入未済額３,１７８万８,７０２円で、１項、町民税の収入済額３億５,７７２

万９,６９７円、不納欠損額は５６万８,７１０円、収入未済額１,１８３万３,３０５円、

個人町民税の徴収率は現年度分９８.９５％、滞納分は３５.５５％、法人町民税の徴収

率は９８.３２％です。２項、固定資産税の収入済額４億４,４１６万９,６５１円、不

納欠損額は１７６万７,９４５円、収入未済額１,７５４万５,０２０円、徴収率は現年

度分９８.９１％、滞納分１５.８１％です。３項、軽自動車税の収入済額２,９８７万

１,７６５円、不納欠損額３６万７,５００円、収入未済額２４１万３７７円、徴収率は

現年度分９７.４１％、滞納分１３.３４％、４項、市町村たばこ税の収入済額は２,５

１７万４,０７５円、５項、入湯税の収入済額４０万２,０７５円でございます。 

  ２款、地方譲与税は７,６１２万１０２円で、１項、地方揮発油譲与税が２,２６０万

２,０００円、２項、自動車重量譲与税が５,３５１万８,０００円、３項、地方道路譲

与税が１０２円でございます。 

  ３款、利子割交付金は４４５万１,０００円。 

  ４款、配当割交付金は３３７万４,０００円。 

  ５款、株式等譲渡所得割交付金は６１万６,０００円。 
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  ６款、地方消費税交付金は８,３１９万１,０００円。 

  ７款、ゴルフ場利用税交付金は３,５６６万６,１７２円。 

  ８款、自動車取得税交付金は２,２６２万円。 

  ９款、地方特例交付金は２３６万７,０００円。 

  １０款、地方交付税は４０億１,４６９万４,０００円。 

  １１款、交通安全対策特別交付金は１３３万９,０００円。 

  １２款、分担金及び負担金は３,４６５万３,７０９円で、１項、分担金３７１万６,

９００円。次のページをお願いします。２項負担金は３,０９３万６,８０９円でござい

ます。 

  １３款、使用料及び手数料は９,０９４万３２３円で、１項、使用料は４,０８４万３,

９６３円、収入未済額は６０８万３８０円、２項、手数料は５,００９万６,３６０円、

収入未済額２万７,４０５円でございます。 

  １４款、国庫支出金は２億４,４０８万３,２５９円で、１項、国庫負担金は１億５,

１５３万８,５５０円、収入未済額１８３万４,０００円で、各事業に対する国からの負

担金でございます。２項、国庫補助金は８,０８７万２,０００円、収入未済額１億９,

６１８万９,０００円。３項、国庫委託金は１,１６７万２,７０９円で、主なものは衆

議院議員選挙事務執行委託金や国民年金事務費交付金でございます。 

  １５款、県支出金は４億６,３７１万５,８４５円で、１項、県負担金は２億１８８万

６,５３２円で、各事業への負担金でございます。２項、県補助金は２億４,６６３万４,

００３円、収入未済額４,１２５万３,０００円、３項、県委託金は１,５１９万５,３１

０円でございます。 

  １６款、財産収入は１,２７３万２,６６９円で、１項、財産運用収入、土地建物賃貸

料や物品貸し付け、基金の預金利息等の収入でございます。 

  １７款、寄附金はふるさとまちづくり応援寄附金の１６万円でございます。 

  １８款、繰入金は３億７,４１５万円で、財政調整基金から３億６,０００万円、河川

浄化推進事業基金から７５万円、地上デジタル放送中継施設基金から２５０万円、地域

振興基金から６９０万円、ふるさとまちづくり応援基金から４００万円でございます。 

  １９款、繰越金は、前年度繰越金３億７,９２６万６,１５５円のうち繰越明許分１,

２５９万円で、実質収支分が３億６,６６７万６,１５５円でございます。 

  ２０款、諸収入は２億２,８６９万３,１９６円で、１項、延滞金、加算金及び過料が
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２０７万８,１５９円。２項、町預金利子が３８万１,３２２円。３項、貸付金元利収入

が１億１,００６万４,７９４円。４項、雑入では１億１,６１６万８,９２１円でござい

ます。 

  ２１款、町債は９億９,０７２万６,０００円、収入未済額３億３,８９０万円で、歳

入合計額７９億２,０９０万６,６９３円でございます。 

  次のページをお願いします。歳出でございます。 

  １款、議会費の支出済額は９,３４４万６,９４１円でございます。 

  ２款、総務費の支出済額は１０億１,６７９万６,００２円で、１項、総務管理費は７

億９,９３１万７,５８４円、翌年度繰越額が６,３７５万９,０００円でございます。財

産管理費では町営住宅跡地造成測量設計業務委託料１８８万８,９５０円、造成工事費

として１,２８６万２,５００円。企画費の土地購入費に１,４４２万２,５００円、自治

振興費に５,５８３万２,５３８円、防災諸費に９,２３９万９,０００円と、各事業を実

施しました。２項、徴税費は１億５,３９１万４,９６２円。３項、戸籍住民基本台帳費

は５,３４５万７,６３４円。４項、選挙費は、主に衆議院議員一般選挙費に９２０万８,

１７８円。５項、統計調査費は６１万７,６４４円。６項、監査委員費は２８万円でご

ざいます。 

  ３款、民生費は１５億２,８０５万６,７３５円で、１項、社会福祉費は１１億６,９

４１万２,２４０円、翌年度繰越額が３,０００万円で、国民年金事務費、老人福祉費、

障害者福祉費や老人医療費、ひとり親家庭医療費等に助成し、福祉センター、長谷毛原

健康センター管理運営費に、また特別会計繰出金等でございます。２項、児童福祉費は

３億５,８５８万４,２９５円で、２億１,８１４万２,８７９円の保育所費を初め、児童

手当等費１億２０６万３,６１６円の事業を実施しました。３項、災害救助費として６

万２００円は、昨年度の豪雨見舞金等でございます。 

  ４款、衛生費は９億３,９４９万８,３７５円で、１項、保健衛生費は６億１,４８９

万８１８円で、野上厚生病院組合負担金が３億８,８１５万１,３７６円。各種予防接種

委託料が１,９５０万６,０４６円。五色台広域施設組合管理運営負担金及び建設負担金

が１,１８９万７,０００円。各簡易水道特別会計繰出金に６,０７３万３,０００円。国

保診療所特別会計繰出金に１,０２７万９,０００円が主なものでございます。２項、清

掃費は３億２,４６０万７,５５７円で、翌年度繰越額が１,０２７万１,０００円で、海

南海草環境衛生施設組合負担金が１億１,３０５万９,８６８円、紀の海広域施設組合負
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担金５,７３７万４,０００円、野上美里地区じんあい処理場整備改修工事費に２,１７

８万２,２５０円、合併浄化槽設置補助金に１,１５６万８,０００円で、ごみ収集、し

尿処理等の事業を実施しました。 

  ５款、農林水産業費は４億９,５２７万４,６６６円で、１項、農業費は４億２,９７

５万４,０２２円、翌年度繰越額が１,５００万６,０００円で、きみの農業６次産業化

生産地域人材育成事業委託料等８９３万１,１５８円、町農業経営支援事業補助金や中

山間地域直接支払交付金等７,１３０万１,１９３円、基幹農道整備事業負担金に５,４

６６万７,０００円、農業集落排水事業特別会計への繰出金が１,７８０万円。地籍調査

事業に１億４,７０３万６,０５３円。農業体質強化基盤整備促進事業費等に２,０００

万３,５５０円の支出でございます。２項、林業費は４,０７２万３,２０１円で、美し

い森林づくり基盤整備事業委託料、森林整備地域活動支援交付金や林道維持補修工事等

でございます。３項、水産業費は、貴志川漁業組合への鮎等の放流補助金で３０５万円

の支出でございます。４項、山村振興費は２,１７４万７,４４３円、翌年度繰越額が１,

０００万円で、委託料や補助金等を支出し、地域活性化に努めました。 

  ６款、商工費は３,５７１万４,０５３円で、町商工会に１,１４８万円、シルバー人

材センターに５００万円の補助をし、観光費ではシンボルキャラクター起用でまちのＰ

Ｒに努め、施設修繕費や山の家おいし管理委託料、各協会に補助金等を支出しました。 

  ７款、土木費は３億６,８６０万９,９７７円で、１項、土木管理費は２,２３１万４

６９円。２項、道路橋梁費は３億８２９万８,６３５円で、翌年度繰越額が１億２,５６

１万４,０００円で、道路橋梁維持費に４,３６０万５,８０１円、町道補修及び舗装生

活関連工事が３,４９９万３,１４０円。また道路橋梁新設改良費では、委託料で３,９

１５万３,４５０円。工事請負費では１億６,１２７万３,７００円でございます。３項、

住宅費は１,４３２万３,４３５円で、主に公営住宅等長寿命化計画策定業務委託や修繕

及び運営費でございます。４項、公園費は３９万１,６５３円で、くすのき公園の管理

運営を行いました。５項、建設残土処理費は２,３２８万５,７８５円で、残土処分場の

管理運営を行いました。 

  ８款、消防費は３億８,６３１万６,６０９円で、常備消防費で消防署仮眠室の改修工

事やジェイ－アラートの施設整備工事等に６７２万円、備品購入費に８６９万７,４８

５円となっています。非常備消防費は、消防用備品購入に１,５６８万５,３９８円が主

なものでございます。 
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  次のページをごらんください。 

  ９款、教育費は４億４,１７９万９,２５４円で、１項、教育総務費は１億９７５万３,

２７０円で、教育委員会費や事務局費で、教育諸費では各校区内の通学バス運行並びに

教育支援、補助を行いました。２項、小学校費は９,５２０万６,１２０円で、毛原小学

校遊具等の移設、下神野小学校給食室改修工事や高圧低圧電気設備改修工事に１,２６

１万２,２８０円が支出され、学校の施設用備品、給食用備品、給食配送車の購入で２,

２５９万５,６３２円で学校給食等の充実に努めました。３項、中学校費は４,３１１万

５,６２５円で、翌年度繰越額が３億６,７９８万円、美里中学校給食受け入れ室の改修

及び野上中学校給食搬出入に伴う校舎改修工事等に１,１８０万１,７９０円、給食用備

品に４５２万４４９円を支出しました。４項、社会教育費は１億３,３９４万１,０７５

円で、公民館費に１,６７９万６,６３８円、人権教育費に１,００３万３,４４６円、み

さと天文台管理運営費に３,３０４万１,０９７円、文化センター管理運営費に１,９２

１万９,３９３円が主なものでございます。５項、保健体育費は５,９７８万３,１６４

円で、生涯スポーツ振興のため、またスポーツ公園体育館耐震補強工事と安全な運営が

できるように心がけ、各施設の維持管理に努め、２０１５年開催の紀の国わかやま国体

に向け、国体推進費８９１万３,８３８円でございます。 

  １０款、災害復旧費は９,１５３万８,１５０円で、１項、公共土木施設災害復旧費３

７７万１,０００円は翌年度に繰り越しています。２項、農林水産業施設災害復旧費は

８,５４４万８,１５０円。翌年度繰越額が１,２８４万９,０００円。３項、その他公共

施設・公用施設災害復旧費は、昨年繰越分のスポーツ公園の災害復旧工事６０９万円で

ございます。 

  １１款、公債費は１６億７,４８３万９９２円、元金償還分が１５億１,９３７万７,

４８０円、利子償還分が１億５,５１１万４,４７２円、一時借入金利子が３３万９,０

４０円でございます。 

  １２款、諸支出金は３億９,５４０万６,９８５円で、全て基金の積み立てでございま

す。歳出総額７４億６,７２８万８,７３９円。翌年度繰越額６億３,９２５万円となり

ました。詳細につきましては事項別明細書を御参照いただきたいと思います。 

  続きまして、１５０ページをごらんください。実質収支に関する調書でございます。 

  歳入総額７９億２,０９０万６,６９３円。歳出総額７４億６,７２８万８,７３９円。

歳入歳出差引額４億５,３６１万７,９５４円。繰越明許費、繰越額が６,０２３万７,０
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００円となるため実質収支額は３億９,３３８万９５４円でございます。 

  続きまして、特別会計に移らせていただきます。１５２ページをお願いします。平成

２４年度紀美野町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算書の歳入でございます。 

  １款、国民健康保険税の収入済額は２億４,４４２万３,２９９円で、不納欠損額は１

４８万２７４円、収入未済額は３,４９８万８,３９１円、徴収率は一般被保険者分で８

５.９３％、退職被保険者分で９５.５５％でございます。 

  ２款、使用料及び手数料は、督促手数料の３万５,６１６円。 

  ３款、国庫支出金は３億３,４２９万４,８８４円、１項、国庫負担金は２億４,０７

３万７４９円、２項、国庫補助金は９,３５６万４,１３５円でございます。 

  ４款、療養給付費等交付金は１億８７４万１，８１０円。 

  ５款、前期高齢者交付金は３億７,５５０万９０３円。 

  ６款、県支出金は８,６８８万６,９７２円で１項、県負担金が１,２７７万７,９７２

円、２項、県補助金が７,４１０万９,０００円でございます。 

  ７款、共同事業交付金は１億９,８８２万４,６８３円。 

  ８款、財産収入は、基金の預金利息３,２２５円。 

  ９款、諸収入は３３１万４８４円で、延滞金や第三者納付金、雑入でございます。 

  １０款、繰入金は１億９,９４８万７４８円で、一般会計繰入金１億１,１７９万２,

０００円、保険基盤安定繰入金が４,３５０万６,７４８円、財政調整基金繰入金が４,

４１８万２,０００円でございます。 

  １１款、繰越金は５,８０５万６,８２４円で、収入合計１６億９５５万９,４４８円

でございます。 

  続きまして歳出でございます。次のページをよろしくお願いします。 

  １款、総務費の支出済額は７５２万７,９８１円で、１項、総務管理費が６０５万５

９２円、２項、徴税費が１３８万４,７８９円、３項、運営協議会費が９万２,６００円

でございます。 

  ２款、保険給付費は１０億４,４４５万８,０６６円、１項、一般被保険者療養諸費が

８億２,６５９万８４２円、２項、退職被保険者療養諸費が７,７８９万２,６８５円、

３項、審査支払手数料が２３３万９,６５０円、４項、高額療養費が１億３,４３３万３,

４１９円、６項、出産育児諸費が２９４万１,４７０円、７項、葬祭費が３６万円でご

ざいます。 
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  ３款、後期高齢者支援金等は１億５,６９７万６,５９３円。 

  ４款、前期高齢者納付金等は１５万４,４７１円。 

  ５款、老人保健拠出金は９,６０３円。 

  ６款、介護納付金は７,２９１万２,３８７円。 

  ７款、共同事業拠出金は１億８,５９９万４,９８８円。 

  ８款、保険事業費は１,８７０万８,６３９円で、１項、特定健康診査等事業費が９４

２万４,５７２円、２項、保険事業費が９２８万４,０６７円でございます。 

  ９款、諸支出金は７,４３０万５,４２７円で、１項、償還金及び還付加算金が８８９

万８,３９２円で、保険税還付が４９万２,３５０円、療養給付費確定による県への返還

金が８４０万６,０４２円、２項、繰出金は１,０６８万４,０００円で、厚生病院、各

診療所分でございます。３項、基金費は５,４７２万３,０３５円で、国保財政調整基金

への積み立てでございます。 

  次のページをごらんください。歳出合計１５億６,１０４万８,１５５円でございます。 

  １７６ページをごらんください。実質収支に関する調書でございます。歳入総額１６

億９５５万９,４４８円。歳出総額１５億６,１０４万８,１５５円。歳入歳出差引額４,

８５１万１,２９３円で、実質収支も同額でございます。 

  続きまして、１７８ページをごらんください。平成２４年度紀美野町国民健康保険診

療所事業特別会計歳入歳出決算書の歳入でございます。 

  １款、診療収入の収入済額は５,７８６万４,９５２円。 

  ２款、使用料及び手数料は３８万８,２００円。 

  ３款、県支出金１５７万５,０００円で、僻地診療所設備整備事業補助金でございま

す。 

  ４款、繰入金は１,５２１万４,０００円で、一般会計から１,０２７万９,０００円、

調整交付金から４９３万５,０００円でございます。 

  ５款、繰越金は４４５万２,５１９円。 

  ６款、諸収入は３２万２,６５８円で、保険外収入と雑入でございます。歳入合計は

７,９８１万７,３２９円でございます。 

  次のページ、歳出でございます。 

  １款、総務費の支出済額は３,９８９万５,５５４円でございます。 

  ２款、医療費が３,７５５万７,０５８円で、主に医療品衛生材料費に３,１８５万８,
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７１２円でございます。歳出合計７,７４５万２,６１２円でございます。 

  次に１９０ページをごらんください。実質収支に関する調書でございます。 

  歳入総額７,９８１万７,３２９円。歳出総額７,７４５万２,６１２円。歳入歳出差引

額２３６万４,７１７円で、実質収支も同額でございます。 

  続きまして、１９２ページをごらんください。平成２４年度紀美野町野上簡易水道事

業特別会計歳入歳出決算書の歳入でございます。 

  １款、使用料及び手数料の収入済額は３,９９５万７７８円で、１項、使用料は３,９

９３万８,７７８円で、収入未済額は３１１万９,６３０円、徴収率は現年度で９８.６

１％、滞納分は４.１５％でございます。２項、手数料は１万２,０００円で、給水装置

の設計審査や検査の手数料でございます。 

  ２款、分担金及び負担金は、給水加入負担金５万２,５００円。 

  ３款、繰入金は、一般会計からの６０９万３,０００円。 

  ４款、諸収入は９３万７,０４５円で、水道管移設毀損事故賠償金、部品の売却代、

建物罹災共済金でございます。 

  ５款、繰越金は２,７１９万８６８円。 

  ７款、町債は５３０万円で、歳入合計は７,９５２万４,１９１円でございます。 

  次のページをお開きください。歳出でございます。 

  １款、衛生費の支出済額は５,６９６万７,６２９円で、修繕費や材料費、流量計設置

工事を行いました。 

  ２款、公債費は３１７万３,７４６円で、長期債の元金と利子でございます。歳出合

計は６,０１４万１,３７５円でございます。 

  続きまして、２０４ページをごらんください。実質収支に関する調書でございます。

歳入総額７,９５２万４,１９１円。歳出総額６,０１４万１,３７５円。歳入歳出差引額

が１,９３８万２,８１６円で、実質収支も同額でございます。 

  続きまして、２０６ページをごらんください。平成２４年度紀美野町美里簡易水道事

業特別会計歳入歳出決算書の歳入でございます。 

  １款、使用料及び手数料の収入済額は６,５２７万９,７４０円で、１項、使用料は水

道使用料６,５２５万５,７４０円で、収入未済額は１４７万４,３８２円、徴収率は現

年度分で９９.０４％、滞納分で３８.８２％でございます。２項、手数料は２万４,０

００円でございます。 
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  ２款、分担金及び負担金は３６万７,５００円で、給水加入負担金でございます。 

  ３款、繰入金は５,４６４万円で、一般会計からの繰り入れでございます。 

  ４款、諸収入は５８４万８,０１６円で、毀損事故賠償金、移設工事補償金、部品の

売却代、建物罹災共済金でございます。 

  ５款、繰越金は９３万４,５６９円で、歳入合計は１億２,７０６万９,８２５円でご

ざいます。 

  次のページをごらんください。歳出でございます。 

  １款、衛生費の支出済額は７,１４３万９,２３４円で、修繕費や国道３７０号水道管

移設工事や原材料費等でございます。 

  ２款、公債費は５,４６９万４,９１１円で、元金償還分が３,９７２万４,７９４円。

利子償還分が１,４９７万１１７円でございます。歳出合計１億２,６１３万４,１４５

円でございます。 

  ２１８ページをごらんください。実質収支に関する調書でございます。歳入総額１億

２,７０６万９,８２５円。歳出総額１億２,６１３万４,１４５円。歳入歳出差引額９３

万５,６８０円で、実質収支も同額でございます。 

  続きまして、２２０ページをお願いします。平成２４年度紀美野町農業集落排水事業

特別会計歳入歳出決算書の歳入でございます。 

  ２款、使用料及び手数料は８３２万４,０５０円で、収入未済額２７万６,０００円、

徴収率は現年度で９８.８８％、滞納分で９.４６％でございます。 

  ３款、繰入金は一般会計よりの１,７８０万円です。 

  ４款、繰越金は前年度繰越金の３３万６,８９７円で、歳入合計２,６４６万９４７円

でございます。 

  次のページをお願いします。歳出でございます。 

  １款、総務費の支出済額は１,１９５万３,６５９円でございます。 

  ２款、公債費は１,４１４万３,１４６円で、元金償還分が８７６万３,３２０円。利

子償還分５３７万９,８２６円でございます。歳出合計２,６０９万６,８０５円でござ

います。 

  ２３０ページをお願いします。実質収支に関する調書でございます。歳入総額２,６

４６万９４７円。歳出総額２,６０９万６,８０５円。歳入歳出差引額３６万４,１４２

円で、実質収支も同額でございます。 
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  続きまして、２３２ページをお願いします。平成２４年度紀美野町介護保険事業特別

会計歳入歳出決算書の歳入でございます。 

  １款、介護保険料の収入済額は２億４,３１１万１,０００円で、不納欠損額は３５万

９,５２５円、収入未済額は２６４万５,６５０円で、徴収率は現年度特別徴収分が１０

０.０３％、普通徴収分が９２.６１％、滞納分で３０.４１％でございます。 

  ２款、使用料及び手数料は、督促手数料の６,３５０円でございます。 

  ３款、国庫支出金は４億２,５０４万８,３４６円で、１項、国庫負担金が２億６,４

９９万２,２８１円、２項、国庫補助金が１億６,００５万６,０６５円でございます。 

  ４款、支払基金交付金は４億４,４３８万２,６９０円。 

  ５款、県支出金は２億３,９９２万６,３６９円で、１項、県負担金は２億２,６２１

万７,０００円、２項、県補助金で１,３７０万９,３６９円でございます。 

  ６款、繰入金は２億３５０万２,９０６円でございます。 

  ７款、繰越金は、前年度繰越金１,８３１万１,８６５円。 

  ８款、諸収入は７１９万６,３６０円で、延滞金や返納金、雑入の介護予防計画作成

報酬等でございます。 

  ９款、町債は、財政安定化基金貸付金の２,６００万８,０００円で、歳入合計１６億

７４９万３,８８６円でございます。 

  次のページをお願いします。歳出でございます。 

  １款、総務費の支出済額は１,９４５万５,６０３円で、１項、総務管理費は８６０万

５,０９１円、２項、徴収費は１０１万２,００５円、３項、介護認定審査会費は９７６

万６,５０７円、４項、地域密着型サービス運営委員会費が７万２,０００円でございま

す。 

  ２款、保険給付費は１４億９,０９３万２２円で、１項、介護サービス等諸費は１２

億８,５６６万８,９１２円、２項、介護予防サービス等諸費は６,２７５万４,４８６円、

３項、その他諸費１３５万３,０００円、４項、高額介護サービス等諸費３,６８０万３,

１０４円、５項、高額医療合算介護サービス等諸費４６８万８,４１０円、６項、特定

入所者介護サービス等費９,９６６万２,１１０円でございます。 

  ３款、地域支援事業費は２,６５８万８,２６２円で、１項、介護予防事業費が７３３

万４,２１２円、２項、包括的支援事業・任意事業費が１,９２５万４,０５０円でござ

います。 
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  ４款、諸支出金は１,４８４万９,２１４円で、過年度返還金の１,４７０万５,６１４

円、保険料払戻金１４万３,６００円でございます。 

  ５款、公債費は、財政安定化基金償還金の２,３６３万円でございます。 

  ６款、基金積立金は、介護給付費準備基金積立金５９６万４,０００円で、歳出合計

１５億８,１４１万７,１０１円でございます。 

  ２５６ページをお願いします。実質収支に関する調書でございます。歳入総額１６億

７４９万３,８８６円。歳出総額１５億８,１４１万７,１０１円。歳入歳出差引額が２,

６０７万６,７８５円で、実質収支も同額でございます。 

  続きまして、２５８ページをお願いします。平成２４年度紀美野町のかみふれあい公

園運営事業特別会計歳入歳出決算書の歳入でございます。 

  １款、使用料及び手数料の収入済額は３,８７５万２８２円で、ふれあい公園施設使

用料が３,６９１万９,１５０円。ふれあい館使用料が１８３万１,１３２円でございま

す。 

  ２款、財産収入は２万８６２円で、基金の利息でございます。 

  ４款、繰越金は１９０万６,７１６円で、前年度繰越金でございます。 

  ５款、諸収入は２１万５,５０５円で、１項、受託事業収入は県営施設受託事業収入

９万５,１３０円。２項、雑入はごみ袋代等の１２万３７５円でございます。歳入合計

は４,０８９万３,３６５円でございます。 

  次のページをお願いします。歳出でございます。 

  １款、総務費の支出済額は３,４８２万６,６８８円です。 

  ２款、諸支出金は財政調整基金に９７万７,０００円を積み立てました。歳出合計は

３,５８０万３,６８８円でございます。 

  続きまして、２６８ページをお願いします。実質収支に関する調書でございます。歳

入総額４,０８９万３,３６５円。歳出総額３,５８０万３,６８８円。歳入歳出差引額５

０８万９,６７７円で、実質収支も同額でございます。 

  続きまして、２７０ページをお願いします。平成２４年度紀美野町後期高齢者医療特

別会計歳入歳出決算書の歳入でございます。 

  １款、保険料の収入済額は９,０７８万９,１００円、収入未済額は７２万４,４００

円で、徴収率は特別徴収分で１００.０５％、普通徴収分で９９.１８％、滞納分は３７.

９７％でございます。 
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  ２款、使用料及び手数料は５,７５０円で、これは督促手数料の分でございます。 

  ３款、繰入金は２億５,０３７万円で、一般会計からの繰り入れでございます。 

  ４款、繰越金は２９８万３,２５５円で、前年度からの繰り越しでございます。 

  ５款、諸収入は１,０８０万２,８３９円で、これは前年度の医療給付費負担金の精算

金が主なものでございます。歳入合計３億５,４９５万９４４円でございます。 

  次のページをお願いします。歳出でございます。 

  １款、総務費の支出済額は１,８９８万３,３６４円で、１項、総務管理費は１,８０

２万８,２４０円。２項、徴収費は９５万５,１２４円でございます。 

  ２款、後期高齢者医療広域連合納付金は３億３,４７２万６,１１２円でございます。 

  ３款、諸支出金は６万４,５００円で、保険料の払戻金でございます。歳出合計３億

５,３７７万３,９７６円でございます。 

  ２８２ページをお願いします。実質収支に関する調書でございます。歳入総額３億５,

４９５万９４４円。歳出総額３億５,３７７万３,９７６円。歳入歳出差引額１１７万６,

９６８円で、実質収支も同額でございます。 

  続きまして、財産に関する調書でございます。２８４ページをお願いします。財産に

関する調書は町の平成２５年３月３１日での財産の状況を記載しています。 

  １、公有財産（１－１）土地及び建物は、道路、橋梁、河川等を除く土地建物の状況

を記載しております。決算年度中の増減で公共用財産、その他施設の６６平米は、和歌

山県から譲与された建物です。また太陽光発電事業用地として３,２０５平方メートル

の土地を土地開発公社から買収し、増加したものでございます。 

  次に、２９０ページをお願いします。（２）の山林では、３,２０５平方メートルの

増加は買収したものでございます。（３）有価証券及び（４）の出資による権利の増減

はございません。 

  次のページをお願いします。２、物品でございますが、自動車等の増減を記載してお

りますが、説明は省略させていただきます。 

  続きまして、２９３ページをごらんください。３、基金でございます。残高のみ読み

上げさせていただきます。単位は千円でございます。一般会計財政調整基金は１０億７,

２４１万６,０００円、減債基金は３,０８１万９,０００円、上芝貞夫文化教育振興基

金は３,６７７万１,０００円、ふるさと創生基金は２６０万３,０００円、福祉基金は

１,１７８万５,０００円、河川浄化推進事業基金は３,１７７万４,０００円、中山間ふ
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るさと水と土保全基金は２,０４９万８,０００円、土地開発基金は、不動産の増減はご

ざいません。現金で３,９１９万円、美里の湯かじか荘基金は３２万５,０００円、水産

業振興基金の残金はゼロ円でございます。地域振興基金は７１万円、地上デジタル放送

中継施設基金は８,８５４万８,０００円、ふるさとまちづくり応援基金は４８６万７,

０００円、合併振興基金は７億１,５６３万４,０００円、国民健康保険財政調整基金は

１,０５４万１,０００円、国民健康保険出産費資金貸付基金は、増減なく９６万円です。

ふれあい公園運営事業財政調整基金は３，５８４万３,０００円、基金の現金合計残高

は２１億９２４万８,０００円でございます。 

  以上で説明を終わらせていただきます。十分御審査の上、認定いただけますよう、よ

ろしくお願いします。 

（会計管理者 西切博充君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    説明が終わりましたので、監査結果について報告願います。 

  代表監査委員、向江君。 

（代表監査委員 向江信夫君 登壇） 

○代表監査委員（向江信夫君）    ただいま会計管理者から平成２４年度の決算につ

いて報告がございましたので、私から監査報告をさせていただきます。 

  １１ページから１２ページをごらんください。平成２５年８月８日から２１日にかけ

て、当役場において、美野監査委員と私の２人で監査を行いました。意見書は次のとお

りです。 

  平成２４年度紀美野町歳入歳出決算審査意見書。 

  地方自治法第２３３条第２項の規定により、平成２４年度紀美野町一般会計及び特別

会計歳入歳出決算並びに関係帳簿、証書類を審査した結果、その意見は下記のとおりで

ある。 

  審査対象は次に申し上げる会計及び関係帳簿等です。平成２４年度紀美野町一般会計、

平成２４年度紀美野町国民健康保険事業特別会計、平成２４年度紀美野町国民健康保険

診療所事業特別会計、平成２４年度紀美野町野上簡易水道事業特別会計、平成２４年度

紀美野町美里簡易水道事業特別会計、平成２４年度紀美野町農業集落排水事業特別会計、

平成２４年度紀美野町介護保険事業特別会計、平成２４年度紀美野町のかみふれあい公

園運営事業特別会計及び平成２４年度紀美野町後期高齢者医療特別会計。以上の会計及

び関係帳簿です。 
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  個々に監査報告を申し上げるのが本当でございますが、一括して監査の総括的意見で

御勘弁をお願い申し上げます。 

  各会計の予算額及び収入支出済額は、関係帳簿により出納証書類を余すところなく照

査の上、その内容についても慎重に審査した結果、本決算は正確であることを認めた。 

  収入面においては、地方税が大きく減収している。これは３年ごとの評価がえにより

固定資産税が大幅に減少したことによる。地方税収入が減少している中、今まで以上に

町税の徴収が重要になってきている。貴重な自主財源確保のため、より一層の適正な徴

収に努められたい。 

  また町営住宅や町営駐車場の使用料について、昨年度も徴収率向上のための対策を講

ずるよう指摘したが、本年度決算においても滞納額が増加し、徴収率についても現年度

分、滞納分とも低下している状況である。住民負担の公平性の確保と受益者負担の原則

に立ち、徴収率の向上に向けた具体的な取り組みを行っていただきたい。 

  支出面においては、物品単価契約に基づく物品の購入について、今後も引き続き町内

業者の育成と町活性化のため積極的に町内業者を御活用いただきたい。 

  借地料についても、昨年度に引き続き町当局の努力により一部減少している。借地に

ついては、継続的な借地料の支払いが町財政の硬直化につながりかねないものである。

地権者と十分話し合いを行い、借地の解消に努めていただきたい。 

  また、平成１９年度より毎年借入利率の高い地方債の繰上償還を実施し、地方債残高

が減少しているが、依然として高い状況である。引き続き高い借入利率の地方債の繰上

償還を行い、財政の健全化に努めていただきたい。平成２５年８月２１日、紀美野町代

表監査委員、向江信夫、紀美野町監査委員、美野勝男。 

  続きまして、２２ページをお開きください。基金の運用状況の審査意見書です。 

  地方自治法第２４１条第５項の規定により基金について審査したところ、その運用状

況に問題なく、また預金証書の額面、利息計算書、その他証票書類が符号したので適正

であることを認めた。平成２５年８月２１日、紀美野町代表監査委員、向江信夫、紀美

野町監査委員、美野勝男。 

  続きまして、２４ページから２５ページをごらんください。平成２４年度財政健全化

審査意見書及び公営企業会計経営健全化審査意見書について報告いたします。 

  町長から提出された健全化判断比率、資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を

記載した書類が適正に作成されているかどうかを主眼として審査した。 
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  健全化判断比率、野上簡易水道事業会計、美里簡易水道事業会計、農業集落排水事業

会計の資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類は、いずれも適正に

作成されているものと認められる。 

  実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債比率、将来負担比率、野上簡易水道事業

会計、美里簡易水道事業会計、農業集落排水事業会計の資金不足比率は、いずれも早期

健全化基準、経営健全化基準を下回っている状況であり、指摘する事項は特にない。平

成２５年８月２１日、紀美野町代表監査委員、向江信夫、紀美野町監査委員、美野勝男。 

  以上をもって監査報告を終わらせていただきます。 

（代表監査委員 向江信夫君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    しばらく休憩します。 

 休 憩 

（午前１０時３５分） 

―――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（小椋孝一君）    休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前１０時５７分） 

◎日程第１３ 議案第５１号 平成２４年度紀美野町上水道事業会計決算の認定について 

○議長（小椋孝一君）    日程第１３、議案第５１号、平成２４年度紀美野町上水道

事業会計決算の認定について、議題とします。 

  説明を願います。水道課長、温井君。 

（水道課長 温井秀行君 登壇） 

○水道課長（温井秀行君）    議案書の１０ページをお開き願います。 

  議案第５１号、平成２４年度紀美野町上水道事業会計決算の認定について。 

  地方公営企業法第３０条第４項の規定により、標記決算を別冊により、別紙監査委員

の意見書（写）をつけて、議会の認定に付する。 

                 平成２５年９月１０日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  別冊の平成２４年度紀美野町上水道事業決算書をお願いいたします。１ページをお開

き願います。 

  １、決算報告書、平成２４年度紀美野町上水道事業決算報告書、（１）収益的収入及

び支出でございます。まず収入でございます。第８款、水道事業収益で決算額が１億８
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７７万９,２００円です。予算額に対し決算額の増減は１８４万９,８００円の減額でご

ざいます。第１項、営業収益決算額が１億８０７万７,８３６円です。予算額に対し決

算額の増減は６３万７,１６４円の減額でございます。備考欄に仮受消費税額をお示し

してございます。第２項、営業外収益、決算額７０万１,３６４円です。予算額に対し

決算額の増減は１２１万２,６３６円減額でございます。備考欄に仮受消費税額をお示

ししてございます。 

  続きまして支出でございます。第９款、事業費用、決算額が９,８３６万４,３０４円

です。不用額が１,２２６万４,６９６円でございます。第１項、営業費用、決算額８,

８６９万６,５６６円です。不用額１,０１５万３,４３４円でございます。備考欄に仮

払消費税額をお示ししてございます。第２項、営業外費用、決算額９６６万７,７３８

円です。不用額が２８万１,２６２円でございます。備考欄の仮払消費税はゼロ円です。

第４項、予備費、決算額ゼロ円、不用額が１８３万円でございます。 

  ２ページをお開き願います。（２）資本的収入及び支出でございます。まず収入です。

第１０款、資本的収入、第１項、企業債、第２項、他会計負担金とも決算額と予算額に

対し決算額の増減はゼロ円でございます。 

  次に支出でございます。第１１款、資本的支出、決算額１,４３２万９,０３０円です。

不用額が５０３万２,９７０円でございます。第１項、建設改良費、決算額１９１万１,

０００円です。不用額が５０３万２,０００円でございます。備考欄に仮払消費税額を

お示ししてございます。第２項、企業債償還金、決算額１,２４１万８,０３０円です。

不用額が９７０円でございます。 

  最下段ですが、資本的収入が資本的支出に対して不足する額１,４３２万９,０３０円

は、消費税及び地方消費税資本的収支調整額９万１,０００円、過年度分損益勘定留保

資金１,４２３万８,０３０円で補填するものとするとさせていただいてございます。企

業会計の仕組みで、不足額が生じた場合は損益勘定留保資金で補填することとなってご

ざいます。代表的な項目は現金支出を伴わない減価償却費を充てて補填財源とするとい

うことになってございます。 

  続きまして３ページをお願いいたします。２、損益計算書、平成２４年度紀美野町上

水道事業損益計算書でございます。１、営業収益、（１）給水収益は１億２３２万８,

４６８円です。（２）受託工事収益はございません。（３）その他営業収益は６０万７,

５８６円です。営業収益計１億２９３万６,０５４円でございます。 
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  ２、営業費用、（１）原水及び浄水費１、１０５万２,０４９円です。（２）配水及

び給水費２,９２４万９,８４０円です。（３）受託工事費はゼロ円です。（４）業務及

び総係費が２,０６２万５,９６５円です。（５）減価償却費２,６２８万２,１７６円で

す。（６）資産減耗費はゼロ円です。（７）その他営業費用はゼロ円です。営業費用計

は８,７２１万３０円でございます。営業利益は１の営業利益収益計１億２９３万６,０

５４円から２の営業費用計８,７２１万３０円を差し引きまして、営業利益が１,５７２

万６,０２４円でございます。 

  ４ページをお願いいたします。３、営業外収益、（１）受取利息及び配当金９万７,

３６４円です。（２）雑収益５７万５,２４５円です。営業外収益計が６７万２,６０９

円でございます。 

  ４、営業外費用、（１）支払利息６０７万４,７３８円です。これは企業債利息でご

ざいます。（２）雑支出がゼロ円です。営業外費用計が６０７万４,７３８円で、５４

０万２,１２９円の減額でございます。経常利益としまして１,０３２万３,８９５円で

ございます。 

  ５、特別利益、６、特別損失はございません。当年度純利益が１,０３２万３,８９５

円でございます。前年度繰越利益剰余金が１億３,１７２万３,２２８円でございます。

当年度未処分利益剰余金が１億４,２０４万７,１２３円でございます。 

  ５ページをお願いいたします。３、剰余金計算書、平成２４年度紀美野町上水道事業

剰余金計算書でございます。利益剰余金の部であります。Ⅰ、減債積立金として、１、

前年度末残高が２００万円でございます。２、前年度繰入額５０万円、３、当年度処分

額はゼロ円です。大変申しわけございません。ゼロ円が未記入となってございました。

おわび申し上げ、御記入をお願いいたします。４、当年度末残高は２５０万円でござい

ます。 

  次にⅡの建設改良積立金はございません。積立金合計は２５０万円でございます。 

  ６ページをお願いいたします。Ⅲ、未処分利益剰余金、（１）前年度未処分利益剰余

金が１億３,２２２万３,２２８円です。（２）前年度利益剰余金処分額で、１、減債積

立金が５０万円。２の建設改良積立金はございません。（２）前年度利益剰余金処分額

計が５０万円です。繰越利益剰余金年度末残高が差し引き１億３,１７２万５,２２８円

です。（３）当年度純利益１,０３２万３,８９５円です。当年度未処分利益剰余金は上

段分を加算して１億４,２０４万７,１２３円でございます。 
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  続きまして、資本剰余金の部です。Ⅰ、補助金、１、前年度末残高が３２万８,００

０円、２、当年度末残高が３２万８,０００円、同額でございます。 

  Ⅱ、工事負担金、１、前年度末残高が１億３,１０５万９５１円です。２、当年度発

生高はございません。３、当年度末残高が１億３,１０５万９５１円です。翌年度繰越

資本剰余金が１億３,１３７万８,９５１円です。 

  ７ページをお願いいたします。４、剰余金処分計算書、平成２４年度紀美野町上水道

事業剰余金処分計算書（案）でございます。１、当年度未処分利益剰余金が１億４,２

０４万７,１２３円です。２、利益剰余金処分額、（１）減債積立金５０万円です。

（２）建設改良積立金はございません。３、翌年度繰越利益剰余金が上段の計１億４,

１５４万７,１２３円でございます。 

  次の８ページにつきましては、御説明を申し上げました剰余金の計算内容一覧です。

下段右端に剰余金の合計をお示ししてございます。合計２億７,５９２万６,０７４円で

す。 

  次の９ページは剰余金計算書（案）でございます。下段右端に繰越利益剰余金額をお

示ししてございます。１億４,１５４万７,１２３円です。 

  １０ページをお願いいたします。５、貸借対照表、平成２４年度紀美野町上水道事業

貸借対照表です。資産の部ですが、１、固定資産、（１）有形固定資産、イ、土地が１,

２６６万７０９円、ロ、建物が２,２０４万３,２２８円です。減価償却累計額１,４３

６万６,３３４円を差し引きまして、７６７万６,８９４円でございます。ハ、構築物が

９億４,９６７万７,７４２円、減価償却累計額４億２,５２７万２,７５０円を差し引き

まして、５億２,４４０万４,９９２円でございます。ニ、機械及び装備が１億２,４７

５万２,１３７円で、減価償却累計額１億７０６万７,７０１円を差し引きまして、１,

７６８万４,４３６円でございます。ホ、車両及び運搬具が７６５万７,６０６円で、減

価償却累計額６３５万３,３７２円を差し引きまして、１３０万４,２３４円でございま

す。ヘ、工具器具及び備品が５８４万２,８４０円で、減価償却累計額５２１万８４０

円を差し引きまして、６３万２,０００円でございます。有形固定資産合計額及び固定

資産合計額が５億６,４３６万３,２６５円でございます。 

  次に流動資産です。（１）現金預金が平成２５年３月末現在で２億５３７万６,９５

９円で、預金状況が定額預金２件、１億円と５,０００万円、普通預金が１件、５,５３

７万６,９５９円でございます。２３年度と比較いたしますと、１,７６７万２,８０１
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円の預金増となってございます。（２）未収金が５５９万９,１１６円です。（３）貯

蔵品が３０万５,４３４円です。（４）その他流動資産はゼロ円です。流動資産合計が

２億１,１２８万１,５０９円です。資産合計は１の固定資産合計額と２の流動資産合計

額を加算しまして、７億７,５６４万４,７７４円でございます。 

  １１ページをお願いいたします。負債の部です。３、固定負債、（１）引当金、イ、

修繕引当金が５３９万２,０００円です。固定負債合計が同額の５３９万２,０００円で

ございます。 

  ４、流動負債、（１）未払金が２８２万９,０１３円です。（２）その他流動負債が

２０万１,４６４円です。流動負債合計が３０３万４７７円です。負債合計が８４２万

２,４７７円でございます。 

  次に資本の部、５、資本金、（１）自己資本金、イ、固有資本金が２９９万９,６６

０円です。ロ、繰入資本金が４,８３９万９,０００円です。ハ、組入資本金が１億６,

３６８万１,９９８円です。自己資本金合計が２億１,５０８万６５８円でございます。 

  １２ページをお願いいたします。（２）借入資本金、イ、企業債２億７,６２１万５,

５６５円です。借入資本金合計も同額の２億７,６２１万５,５６５円でございます。資

本金合計額が（１）自己資本金合計額と（２）借入資本金合計額を加算しまして４億９,

１２９万６,２２３円でございます。 

  ６剰余金、（１）資本剰余金、イ、国庫補助金３２万８,０００円です。ロ、負担金

が１億３,１０５万９５１円です。資本剰余金合計は、上記を加算しまして１億３,１３

７万８,９５１円でございます。（２）利益剰余金、イ、減債積立金２５０万円です。

ロ、建設改良積立金はゼロ円でございます。ハ、当年度末処分利益剰余金が１億４,２

０４万７,１２３円です。利益剰余金合計は、上記を加算しまして１億４,４５４万７,

１２３円です。剰余金合計は、上記資本剰余金合計と利益剰余金を加算しまして２億７,

５９２万６,０７４円です。資本合計は、上記資本金合計と剰余金合計を加算しまして

７億６,７２２万２,２９７円です。負債資本合計は、上段の資本合計と１１ページ中段

の負債合計を加算した額７億７,５６４万４,７７４円でございます。 

  続きまして１３ページをお願いいたします。６、事業報告書です。平成２４年度紀美

野町上水道事業報告書、（１）総括事業、給水人口が５,３５２人、前年度比較３８人

の減少です。配水総量が６５万２,４９６立方メートル、前年度比較３,７０５立方メー

トルの減少です。一日最大配水量が１,９９２立方メートル、前年度比較１１１立方メ
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ートルの減少です。一日平均配水量が１,７８８立方メートル、前年度比較５立方メー

トルの減少です。有収水量が６１万８,２８７立方メートル、前年度比較１万７６５立

方メートルの減少です。有収率が９４.８％、前年度比較１.１％減少です。 

  続きまして、（２）水道事業関係議会議決事項でございます。議案第４５号、平成２

４年度紀美野町上水道事業会計当初予算を平成２４年３月６日に提出いたしまして、３

月２３日に議決を賜りました。議案第１７号、平成２４年度紀美野町上水道事業会計補

正予算（第１号）を平成２５年３月５日に提出いたしまして、３月２６日に議決を賜り

ました。 

  １４ページをお願いいたします。（３）職員に関する事項です。平成２５年３月３１

日現在で事務吏員が２名、技術吏員が２名、計４名でございまして、前年度と同様で増

減はございません。 

  次に２、工事、（１）建設改良工事の概況です。国道３７０号線配水管新設工事を２

件実施しました。１件は小畑地内でＨＩＶＰパイプ、パイ７５ミリ、９０.５７メート

ルとＳＧＰパイプ、パイ５０ミリ、１０.３８メートルの配水管の新設工事を施工いた

しました。本年度工事費が１４４万９,０００円でございます。他１件は動木地内でＨ

ＩＶＰパイプ、パイ７５ミリ、４２.８メートルの配水管新設工事を施工しました。本

年度工事費が４６万２,０００円でございます。 

  （２）の保存工事の概況はございません。 

  次の１５ページをお願いいたします。３、業務、（１）業務量の内容ですが、先ほど

１３ページ、６、事業報告書、（１）総括事業で御説明を申し上げました内容と同様で

ございますので省略させていただきたいと思います。 

  （２）事業収入に関する事項及び１６ページ（３）事業費に関する事項です。先ほど

３ページ、４ページで内容説明をさせていただきましたので、収支合計と前年度比較の

内容を申し上げます。１５ページの下段、事業収入合計が実質収入である１、営業収益

と２、営業外収益の計１億３６万８,６６３円です。前年度比較３.６２％減少です。１

６ページの下段、事業費に関する支出の合計が実質支出である１、営業費用と２、営業

外費用の計９,３２８万４,７６８円です。前年度比較７.５５％減少です。 

  １７ページをお願いいたします。４、会計、（１）重要契約の要旨です。この内容は

１４ページの２、工事、（１）建設改良工事の概況と重複しますが、契約の要旨を御説

明させていただきます。契約内容は国道３７０号線配水管新設工事２件でございます。
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小畑地内の配水管新設工事、契約年月日は平成２４年７月１７日、契約の相手方は株式

会社野上建設、契約金額は１４４万９,０００円です。動木地内の配水管新設工事、契

約年月日は平成２４年７月３０日、契約の相手方は新谷鉄工、契約金額は４６万２,０

００円です。 

  次に（２）企業債及び一時借入金の概況です。企業債の前年度末残高が２億８,８６

３万３,５９５円です。借入額はございません。本年度償還額が１,２４１万８,０３０

円です。本年度末残高が２億７,６２１万５,５６５円です。 

  なお、１８ページからは財務諸表附属書類を添付してございます。（１）の収益費用

明細書は１８ページから２１ページまで、（２）固定資産明細書は２２ページ、（３）

企業債明細書は２２ページから２３ページです。 

  以上で御説明とさせていただきます。 

（水道課長 温井秀行君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    説明が終わりましたので、監査結果について報告願います。 

  代表監査委員、向江君。 

（代表監査委員 向江信夫君 登壇） 

○代表監査委員（向江信夫君）    ただいま水道課長から平成２４年度の決算につい

て報告がございましたので、私から監査報告をさせていただきます。 

  議案書の２３ページをお開きください。平成２４年度紀美野町上水道事業会計決算審

査に対する意見書、平成２４年度紀美野町上水道事業会計決算について、地方公営企業

法第３０条第２項の規定により町長より決算審査の請求を受け慎重審査したところ、執

行上に遺漏なく勘定科目と収入、支出票及び証拠書類と符号一致したので、本会計決算

は正当であることを認める。平成２５年８月２１日、紀美野町代表監査委員、向江信夫、

紀美野町監査委員、美野勝男。 

  続きまして、２５ページをお開きください。平成２４年度紀美野町上水道事業会計の

経営健全化審査意見書について報告いたします。町長から提出された上水道事業会計の

資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類は適正に作成されているか

どうかを主眼として審査を行った。上水道事業会計の資金不足比率及びその算定の基礎

となる事項を記載した書類は、いずれも適正に作成されているものと認められる。上水

道事業会計の資金不足比率は経営健全化基準を下回っている状況であり、指摘すべき事

項は特にない。平成２５年８月２１日、紀美野町代表監査委員、向江信夫、紀美野町監
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査委員、美野勝男。 

  以上をもって監査報告を終わらせていただきます。 

◎日程第１４ 議案第５２号 紀美野町子ども・子育て会議条例の制定について 

○議長（小椋孝一君）    日程第１４、議案第５２号、紀美野町子ども・子育て会議

条例の制定について、議題とします。 

  説明を願います。保健福祉課長、山本君。 

（保健福祉課長 山本倉造君 登壇） 

○保健福祉課長（山本倉造君）    ２６ページをごらんください。 

  議案第５２号、紀美野町子ども・子育て会議条例の制定について。 

  紀美野町子ども・子育て会議条例を次のとおり制定したいので、地方自治法第９６条

第１項の規定により議会の議決を求める。 

                 平成２５年９月１０日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由、子ども・子育て支援法第７７条第１項において、市町村における合議制の

機関設置の努力義務が課せられているため、紀美野町子ども・子育て会議条例の制定を

行うものであります。 

  子ども・子育て会議は、子ども・子育て支援法に基づいて設置するものでございます。

この法律により市町村は子ども・子育て支援事業計画を定められるものとされておりま

す。そして、この計画を定める等するためには子ども・子育て会議等の合議制の会、ま

たは子ども・子育て支援に係る当事者の意見を聞かなければならないとされています。

このため、県下でもほとんどの市町村で子ども・子育て会議が設置されるというふうに

聞いてございます。紀美野町におきましても条例により、この会議を設置することとい

たしました。 

  内容についてでございますが、所掌事務といたしまして第３条で、子育て会議は、法

第７７条第１項各号に掲げる事務を処理するとされています。この内容でございますが、

自治体が教育・保育施設や地域型保育事業の利用定員を定める際や市町村計画を策定す

る、または変更する際に、この会議の意見を聞くというふうに定められております。 

  組織につきましては２０人以内の委員をもって組織するということで、公募による町

民、子どもの保護者、子ども・子育て支援に関する事業に従事する者、学識経験のある

者、関係行政機関の職員、その他町長が適当と認める者に委員をお願いして運営をして

いく予定としています。 
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  任期は２年でございまして、会長、副会長はそれぞれ互選により定めるということに

なっています。 

  そして次のページの附則でございますが、附則におきまして、紀美野町特別職の職員

で非常勤のものの報酬及び費用弁償条例の一部を改正させていただきまして、日額６,

０００円とさせていただいています。 

  以上でございます。 

（保健福祉課長 山本倉造君 降壇） 

◎日程第１５ 議案第５３号 紀美野町道路線の認定について 

○議長（小椋孝一君）    日程第１５、議案第５３号、紀美野町道路線の認定につい

て、議題とします。 

  説明を願います。建設課長、山本君。 

（建設課長 山本広幸君 登壇） 

○建設課長（山本広幸君）    ２９ページをお願いします。 

  議案第５３号、紀美野町道路線の認定について。 

  道路法第８条第１項の規定により、紀美野町道路線を下記のとおり認定したいので、

同法同条第２項の規定により議会の議決を求める。 

                 平成２５年９月１０日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  路線名につきましては、谷バイパス線、幅員は５メーターから６.５メーターとなっ

ております。延長は１,３６０メーター、起点につきましては谷５０３番２地先、終点

は谷３９７番４地先となっております。 

  この谷バイパス線につきましては、平成１８年度から事業を開始して、特に現道が狭

く緊急自動車が通らない集落内の区間のバイパスとして谷川沿いに新設された道路であ

ります。８年間を費やしましたが本年度で完成しましたので、今回新しく町道として認

定のお願いをするものでございます。 

  以上です。 

（建設課長 山本広幸君 降壇） 

◎日程第１６ 議案第５４号 和歌山市、那賀消防組合、海南市及び紀美野町消防通信指 

              令事務協議会の設置に関する協議について 

○議長（小椋孝一君）    日程第１６、議案第５４号、和歌山市、那賀消防組合、海

南市及び紀美野町消防通信指令事務協議会の設置に関する協議について、議題とします。 



－３３－ 

  説明を願います。消防長、家本君。 

（消防長 家本 宏君 登壇） 

○消防長（家本 宏君）    それでは議案書３０ページをお開きください。 

  議案第５４号、和歌山市、那賀消防組合、海南市及び紀美野町消防通信指令事務協議

会の設置に関する協議について。 

  地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２５２条の２第１項の規定に基づき、和歌

山市、那賀消防組合、海南市及び紀美野町で消防通信指令に関する事務を共同して管理

し、及び執行するため、別紙のとおり規約を定め、和歌山市、那賀消防組合、海南市及

び紀美野町消防通信指令事務協議会を設置することについて、同条第３項の規定により

議会の議決を求める。 

                 平成２５年９月１０日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由でございますが、複雑多様化する消防需要に広域的に対応し、消防サービス

の高度化及び消防力の強化を図るべく、消防通信指令施設において行う消防通信指令に

関する事務を和歌山市、那賀消防組合、海南市及び紀美野町で共同して管理し、及び執

行するための協議会を設置するものでございます。 

  ３１ページをごらんください。和歌山市、那賀消防組合、海南市及び紀美野町消防通

信指令事務協議会規約でございます。 

  まず第１条でございますが、協議会の目的でございまして、この協議会（以下「協議

会」という。）は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２５２条の２第１項の規

定に基づき、複雑多様化する消防需要に広域的に対応し、消防サービスの高度化及び消

防力の強化を図るため、消防通信指令施設において行う消防通信指令に関する事務を共

同して管理し、及び執行することを目的とするものであります。 

  以下、各条の項目のみ読み上げさせていただきます。第２条は協議会の名称でござい

ます。第３条は協議会を設ける市町及び一部事務組合についてであります。第４条は、

協議会が管理及び執行する事務についてでございます。第５条は協議会の事務を管理及

び執行する場所についてであります。第６条は協議会の組織についてでございます。第

７条は会長及び副会長についてです。第８条は委員についてでございます。３２ページ

をお開きください。第９条は担任事務に従事する職員についてでございます。第１０条

は事務処理のための組織についてでございます。第１１条は会議についてでございます。

第１２条は会議の招集についてでございます。第１３条は会議の運営についてでござい
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ます。第１４条は関係団体の長等の名においてする事務の管理及び執行についてでござ

います。３３ページをごらんください。第１５条は経費の支弁の方法についてでござい

ます。第１６条は財産の取得、管理及び処分の方法についてでございます。第１７条は

その他の財務に関する事項についてでございます。第１８条は協議会解散の場合の措置

についてでございます。第１９条は協議会の規程についてでございます。附則といたし

まして、この規約は平成２５年１０月７日から施行するということでございます。 

（消防長 家本 宏君 降壇） 

◎日程第１７ 議案第５５号 平成２５年度紀美野町一般会計補正予算（第２号）につい 

              て 

○議長（小椋孝一君）    日程第１７、議案第５５号、平成２５年度紀美野町一般会

計補正予算（第２号）について、議題とします。 

  説明を願います。総務課長、井上君。 

（総務課長 井上 章君 登壇） 

○総務課長（井上 章君）    議案書の３５ページをお願いいたします。 

  議案第５５号、平成２５年度紀美野町一般会計補正予算（第２号）。 

  平成２５年度紀美野町の一般会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出の総額に歳入歳出それぞれ５億３,９６９万６,０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７７億７,８３１万４,０００円とする。 

  ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  （債務負担行為の補正） 

  第２条 債務負担行為の追加は、「第２表 債務負担行為補正」による。 

  （地方債の補正） 

  第３条 地方債の変更は、「第３表 地方債補正」による。 

                 平成２５年９月１０日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  ４２ページをお願いいたします。まず歳入でございます。 

  １０款、１項、１目の地方交付税では３億５,４１３万３,０００円の増額でございま

す。普通交付税の確定によるものでございます。 

  続いて１２款、分担金及び負担金、１項、３目の災害復旧費分担金では１９万円の増
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額です。農地災害復旧事務分担金でございます。 

  １４款、国庫支出金、２項、１目の総務費国庫補助金では２億４,９１８万７,０００

円の増額です。地域の元気臨時交付金でございます。２目の民生費国庫補助金では３８

万９,０００円の減額、認知症施策総合推進事業費補助金の減によるものでございます。 

  １５款、県支出金、２項、２目の民生費県補助金では６万８,０００円の増額です。

難聴児補聴器購入費補助金でございます。３目の衛生費県補助金では６９万５,０００

円の増額です。がん検診推進支援事業費補助金でございます。４目の農林水産業費県補

助金では２２万５,０００円の増額です。森林整備地域活動支援交付金です。６目の災

害復旧費県補助金では７８２万６,０００円の増額です。現年、過年の災害復旧の補助

金でございます。 

  続いて４３ページをお願いします。 

  １５款、３項、２目の農林水産業費県委託金では１１万６,０００円の増額です。ニ

ホンジカ管理捕獲業務委託金です。 

  １８款の繰入金、１項、１目の財政調整基金繰入金では３億９,２９８万円の減額で

す。 

  続いて１９款、繰越金、１項、１目、繰越金ですが、３億８,８３８万円でございま

す。前年度繰越金でございます。 

  ２１款、町債、１項、３目の衛生債では３,２６０万円の減額です。合併特例債でご

ざいます。４目の農林水産業債では２,５８０万円の減額、過疎対策事業債です。５目

の土木債では６,９６０万円の減額、合併特例債では３,４１０万円の減額、過疎対策債

で３,５５０万円の減額です。６目の消防債では５,３１０万円の増額です。過疎対策事

業債で１,４７０万円の減額、緊急防災・減債事業債で６,７８０万円の増額です。８目

の災害復旧債では１６０万円の増額、現年、過年の災害復旧事業債でございます。 

  続いて４４ページをお願いします。 

  ９目の臨時財政対策債では５５４万５,０００円の増額です。臨財債の確定によるも

のでございます。 

  続いて４５ページをお願いします。歳出でございます。 

  ２款、総務費の１項、１目の一般管理費では６９万３,０００円の増額です。修繕料

で３１万６,０００円、負担金補助で退職手当の特別負担金３７万７,０００円です。４

目の財産管理費では６３万円の増額、修繕料でございます。７目の支所及び出張所費で
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２０万円、これも同じく修繕料でございます。９目の自治振興費で３６４万２,０００

円の増額です。修繕料で１０５万９,０００円、１５節の工事費で海南鋼管団地のバス

転回場の整備工事ということで２５８万３,０００円でございます。 

  ３款、民生費、１項、３目の老人福祉費で１２１万３,０００円の増額でございます。

７節、賃金から１１節の需用費まで認知症施策総合推進に係る費用の項目でございます。

２３節の償還金、利子及び割引料については過年度返還金１６０万２,０００円でござ

います。４目の障害者福祉費では１１８万２,０００円、扶助費で１３万７,０００円、

難聴児補聴器購入費です。１０４万５,０００円につきましては過年度返還金でござい

ます。 

  ４６ページをお願いします。 

  ３款、１項、５目の老人医療費では３３９万５,０００円の増額です。過年度返還金

でございます。６目の重度心身障害者医療費で５万７,０００円、同じく過年度返還金

です。８目のひとり親家庭医療費で３万３,０００円、同じく過年度返還金でございま

す。１１目の国民健康保険事業費で２,２８８万７,０００円の減額です。国民健康保険

事業の特別会計への繰出金の減によるものでございます。１２目の介護保険事業費で１

０８万３,０００円、介護保険事業費の繰出金でございます。１３目の後期高齢者医療

費で１０７万６,０００円の減額、後期高齢者医療特別会計への繰出金の減ということ

でございます。 

  ３款、２項、１目の児童福祉総務費で３５万４,０００円でございます。子ども・子

育て会議委員の報酬として１４万４,０００円、アンケート等調査ということで臨時雇

用５万８,０００円、郵便料で１５万２,０００円でございます。 

  ４７ページをお願いします。 

  ３款、２項、４目の保育所費で７万６,０００円でございます。全国からの研修会の

旅費とそれから負担金ということでございます。 

  ４款、衛生費、１項、４目の環境衛生費で２,３６９万円の増額です。美里簡易水道

事業への特別会計の繰出金でございます。５目の成人保健対策費で１２２万５,０００

円の増額です。１１節、１２節、両課目はがん検診推進事業費に要する費用でございま

す。委託料２０万２,０００円は各種健診委託料、２３節、３２万８,０００円は過年度

返還金となっております。７目の診療諸費で４３５万４,０００円の減額です。国民健

康保険の診療所特別会計への繰出金の減でございます。 
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  ４款、２項、２目のじんあい処理費で４５６万４,０００円の減額でございます。ご

み収集車の減額ということになっております。 

  ４８ページをお願いいたします。 

  ５款、農林水産業費、１項、３目の農業振興費で２０万８,０００円の増額です。旅

費で５万円、ニホンジカの管理捕獲業務補助金で１５万８,０００円です。 

  ４目、耕地総務費で２２万１,０００円の減額、農業集落排水事業特別会計の繰出金

の件でございます。６目の地籍調査事業費は増減額はございません。予算の組みかえと

いうことでございます。９目の農業体質強化基盤整備促進事業費も予算の組みかえとい

うことでよろしくお願いします。 

  ５款、２項、１目の林業総務費では３０万円の増額です。森林整備地域活動支援交付

金でございます。 

  ４９ページをお願いします。 

  ７款、土木費、２項、１目の道路橋梁維持費では、これも増減額なしの予算の組みか

えということです。２目の道路橋梁新設改良費につきましては財源変更ということでご

ざいます。 

  ７款、土木費、３項、１目の住宅管理費では４６万２,０００円、樹木の伐採の委託

料でございます。 

  ８款、消防費、１項、１目の常備消防費では６,８６８万２,０００円の増額でござい

ます。高機能指令システム等共同整備事業負担金でございます。２目の非常備消防費で

は財源変更のみでございます。 

  ５０ページをお願いします。 

  ９款、教育費、３項、１目の学校管理費で７万円の増額、電気保安管理委託料でござ

います。９款、４項、２目の生涯学習振興費では６０万円の増額、世界民族祭の補助金

です。７目のみさと天文台管理運営費で２９万５,０００円、備品購入費でございます。

９款、５項、２目の体育施設管理運営費で８８万２,０００円の増額です。修繕料でご

ざいます。 

  １０款、災害復旧費で、２項、１目の農地農業用施設災害復旧費で１９０万８,００

０円、それぞれの農地の災害復旧工事でございます。２目の林業施設災害復旧で７８０

万４,０００円、林道の毛原下の滝川線で５０万円でございます。 

  ５１ページをお願いします。 



－３８－ 

  １１款、公債費、１項、１目の元金で１億８,０１４万４,０００円、長期債元金とい

うことで繰上償還を行うものでございます。 

  続いて１２款、諸支出金、１項、１目の財政調整基金費で１億９,６６９万１,０００

円、財政調整基金への積立金でございます。８目の地域振興基金費で９,８６０万円の

増額、これも同じく積立金でございます。 

  ３９ページへ戻っていただきたいと思います。３９ページをお願いします。 

  第２表 債務負担行為補正でございます。追加として高機能指令システム等共同整備

事業の負担金、期間として平成２６年度、限度額として１億２,５５８万９,０００円で

ございます。 

  第３表 地方債補正、限度額の変更をお願いするものでございます。一般単独事業債

で１１０万円増額の５億３００万円、過疎対策事業債で７,６００万円の減額の１億６,

４１０万円、災害復旧事業債で１６０万円増額の２３０万円、臨時財政対策債で５５４

万５,０００円増額の２億７,５５４万５,０００円のそれぞれ限度額の変更をお願いす

るものでございます。起債の方法、利率、償還の方法につきましては補正前に同じでご

ざいます。 

  以上、非常に簡単でございますが、説明とさせていただきます。 

（総務課長 井上 章君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    しばらく休憩します。 

 休 憩 

（午前１１時５９分） 

―――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（小椋孝一君）    休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 １時３０分） 

◎日程第１８ 議案第５６号 平成２５年度紀美野町国民健康保険事業特別会計補正予算 

              （第２号）について 

◎日程第１９ 議案第５７号 平成２５年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計補 

              正予算（第１号）について 

◎日程第２０ 議案第５８号 平成２５年度紀美野町後期高齢者医療特別会計補正予算 

              （第２号）について 



－３９－ 

○議長（小椋孝一君）    日程第１８、議案第５６号、平成２５年度紀美野町国民健

康保険事業特別会計補正予算（第２号）について、日程第１９、議案第５７号、平成２

５年度紀美野町国民健康保険診療所特別会計補正予算（第１号）について、及び日程第

２０、議案第５８号、平成２５年度紀美野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１

号）について、一括議題とします。 

  説明を願います。住民課長、牛居君。 

（住民課長 牛居秀行君 登壇） 

○住民課長（牛居秀行君）    議案書の５３ページをごらんください。 

  議案第５６号、平成２５年度紀美野町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）。 

  平成２５年度紀美野町の国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定め

るところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３,１４５万５,０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１５億４,４５８万４,０００円とする。 

  ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                 平成２５年９月１０日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  議案書の５８ページをごらんください。 

  歳入でございます。３款、国庫支出金、１項、３目、特定健康診査等負担金で、２６

万５,０００円の増額補正でございます。これにつきましては、前年度平成２４年度の

特定健康診査等負担金の額の確定によります補正でございます。 

  次に４款、療養給付費等交付金、１項、１目、療養給付費等交付金で５４７万９,０

００円の補正でございます。これにつきましては平成２４年度の退職者医療療養給付費

等の交付金が確定されましたことによります増額補正でございます。 

  次に６款、県支出金、１項、２目、特定健康診査等負担金で８万８,０００円の増額

補正でございますが、これにつきましても平成２４年度の特定健康診査等の県の負担金

の額の確定に伴います補正でございます。 

  次に１０款、繰入金、１項、１目、一般会計繰入金で２,２８８万７,０００円の減額

補正でございます。これにつきましては歳入歳出の増減補正額の調整によります減額補

正でございます。 



－４０－ 

  次に１１款、繰越金、１項、１目、繰越金で４,８５１万円の増額補正でございます。

これにつきましては平成２４年度の国保会計の決算に伴います補正でございます。 

  続きまして５９ページ、歳出でございます。 

  ３款、後期高齢者支援金等、１項、２目、後期高齢者関係事務費拠出金で１,０００

円の増額補正でございますが、これにつきましても平成２４年度の後期高齢者事務費の

拠出金の額の確定による補正でございます。 

  次に４款、前期高齢者納付金等、１項、１目、前期高齢者等納付金の１９節、負担金、

補助及び交付金で６万６,０００円の増額補正をお願いするものでございます。これに

つきましては前々年度の前期高齢者納付金の額が確定されましたことによります補正で

ございます。次に２目、前期高齢者関係事務費拠出金の１９節、負担金、補助及び交付

金で２,０００円の増額補正でございますが、これにつきましても額の確定に伴います

補正でございます。 

  次に６款、介護納付金、１項、１目、介護納付金の１９節、負担金、補助及び交付金

で３２９万円の増額補正でございますが、これにつきましても前々年度の納付金の額の

確定によります補正でございます。 

  次に９款、諸支出金、１項、２目、償還金の２３節、償還金、利子及び割引料で３８

４万円の増額補正でございます。これにつきましても平成２４年度の療養給付費等負担

金の概算交付額に対します実績額の確定による補正でございます。 

  ６０ページをお願いいたします。 

  ９款、諸支出金、３項、１目、財政調整基金の２５節、積立金で２,４２５万６,００

０円の増額補正でございます。これにつきましては前年度の繰越金４,８５１万円から

本補正に必要な額を差し引いた残額を基金に積み立てるものでございます。 

  以上、簡単でございますが、平成２５年度紀美野町国民健康保険事業特別会計補正予

算（第２号）の説明とさせていただきます。 

  続きまして、議案書の６１ページをごらんください。 

  議案第５７号、平成２５年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第

１号）。 

  平成２５年度紀美野町の国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第１号）は、次

に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 



－４１－ 

  第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２０９万円を減額し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ８,０５９万２,０００円とする。 

  ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                 平成２５年９月１０日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  ６６ページをお願いいたします。歳入でございます。 

  ３款、繰入金、１項、１目、一般会計繰入金で４３５万４,０００円の減額補正でご

ざいます。これにつきましては平成２４年度の診療所特別会計の決算による繰越金と歳

出予算の減額補正に伴います補正でございます。 

  次に４款、繰越金、１項、１目繰越金で２２６万４,０００円の増額補正でございま

す。これにつきましては先ほど説明をいたしました平成２４年度の繰越金が２３６万４,

７１７円ございまして、現予算が１０万円ございましたので、補正額といたしましては

差し引き２２６万４,０００円を計上したものでございます。 

  次に６７ページの歳出でございます。 

  １款、総務費、１項、１目、一般管理費で２０９万円の減額補正をお願いするもので

ございます。これにつきましては人事異動に伴います補正でございます。内訳といたし

ましては２節、給料で２８０万円の減額、３節、職員手当等で１４４万円の減額、４節

共済費で７３万円の減額、７節、賃金で２８８万円の増額でございます。 

  以上、簡単でございますが、平成２５年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計

補正予算（第１号）の説明とさせていただきます。 

  続きまして、議案書の６９ページをごらんください。 

  議案第５８号、平成２５年度紀美野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）。 

  平成２５年度紀美野町の後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）は、次に定める

ところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ３億５,２０７万８,０００円とす

る。 

  ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                 平成２５年９月１０日提出 紀美野町長 寺本光嘉 



－４２－ 

  ７３ページをお願いいたします。歳入でございます。 

  ３款、繰入金、１項、１目、一般会計繰入金で１０７万６,０００円の減額補正でご

ざいます。これは前年度の繰越金に伴います一般会計からの繰入金の減額補正でござい

ます。 

  ４款、繰越金、１項、１目、繰越金で１０７万６,０００円の増額補正でございます。

これにつきましては前年度繰越金によります補正でございます。 

  以上、簡単でございますが、平成２５年度紀美野町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号）の説明とさせていただきます。 

（住民課長 牛居秀行君 降壇） 

◎日程第２１ 議案第５９号 平成２５年度紀美野町介護保険事業特別会計補正予算（第 

              １号）について 

○議長（小椋孝一君）    日程第２１、議案第５９号、平成２５年度紀美野町介護保

険事業特別会計補正予算（第１号）について、議題といたします。 

  説明を願います。保健福祉課長、山本君。 

（保健福祉課長 山本倉造君 登壇） 

○保健福祉課長（山本倉造君）    ７５ページをごらんください。 

  議案第５９号、平成２５年度紀美野町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）。 

  平成２５年度紀美野町の介護保険事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めると

ころによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１,６９０万３,０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１５億９,４９３万９,０００円とする。 

  ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                 平成２５年９月１０日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  ８０ページをお願いします。歳入でございます。 

  ６款、繰入金、１項、一般会計繰入金、４目、事務費繰入金１０８万３,０００円の

補正でございます。これは日常生活圏域ニーズ調査を本年度行うことといたしましたの

で、それの支出に伴う一般会計からの繰り入れでございます。 

  ７款、繰越金、１項、繰越金、１目、繰越金、１,５８２万円の補正でございます。



－４３－ 

これは２４年度の繰越金によるものでございます。 

  ８１ページをお願いします。歳出。 

  １款、総務費、１項、総務管理費、１目、一般管理費１０８万３,０００円の補正で

ございまして、これは先ほど申しました日常生活圏域ニーズ調査を行うための費用でご

ざいます。２６年度が第６次の介護保険事業計画の策定の年度になってまして、それの

ためのアンケートを前倒しで本年度中に行うとしたものでございます。印刷製本費、調

査票、封筒等の印刷製本費で２１万３,０００円、郵送料、返信用の切手等で８７万円

でございます。 

  ４款、諸支出金、１項、諸支出金、１目、償還金、過年度返還金といたしまして国、

県及び支払基金からの負担金、補助金、交付金の２４年度支出確定による返還金でござ

います。合わせて１,５８２万円の補正でございます。内訳といたしまして国では２４

０万２,１１５円、県につきましては４４３万１,４６５円、支払基金につきましては８

９８万７,２６５円となっています。 

  以上、簡単ですが、今回補正の説明とさせていただきます。 

（保健福祉課長 山本倉造君 降壇） 

◎日程第２２ 議案第６０号 平成２５年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別会 

              計補正予算（第１号）について 

○議長（小椋孝一君）    日程第２２、議案第６０号、平成２５年度紀美野町のかみ

ふれあい公園運営事業特別会計補正予算（第１号）について、議題といたします。 

  説明を願います。産業課長、大窪君。 

（産業課長 大窪茂男君 登壇） 

○産業課長（大窪茂男君）    議案書の８３ページをお願いいたします。 

  議案第６０号、平成２５年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別会計補正予算

（第１号）。 

  平成２５年度紀美野町ののかみふれあい公園運営事業特別会計補正予算（第１号）は、

次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１,００８万２,０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５,２８６万３,０００円とする。 

  ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳



－４４－ 

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                 平成２５年９月１０日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  ８８ページをごらんください。まず歳入でございます。 

  ３款、繰入金、１項、基金繰入金、１目、財政調整基金繰入金でございます。補正額

５９９万３,０００円の増額でございます。これにつきましては、この後歳出で御説明

させていただきます施設の修繕費として財政調整基金からの繰入金でございます。 

  次に４款、繰越金、１項、繰越金、１目、繰越金、補正額４０８万９,０００円の増

額でございます。これにつきましては平成２４年度の繰越金でございます。 

  次のページをお願いいたします。歳出でございます。 

  １款、総務費、１項、施設管理費、１目、一般管理費、１５節の工事請負費、補正額

７５３万７,０００円でございます。のかみふれあい公園につきましては、開園以来年

間２０万人近い多くの皆様方に御利用いただき、多くの行事、イベントが芝生広場の周

辺で開催されてございます。芝生奥にございます大型遊具の一部の基礎部分が地盤沈下

によりまして下がってきている現状でございまして、安全に使用していただくために部

分修繕を行うものでございます。この修繕のための経費として工事請負費７５３万７,

０００円をお願いするものでございます。 

  次に２款、諸支出金、１項、基金費、１目、財政調整基金費、２５節、積立金、補正

額２５４万５,０００円の増額でございます。これにつきましては平成２４年度会計か

らの繰越金５０８万９,６７７円のうち２分の１を財政調整基金へ積み立てをするもの

でございます。 

  以上、簡単ですが、説明とさせていただきます。 

（産業課長 大窪茂男君 降壇） 

◎日程第２３ 議案第６１号 平成２５年度紀美野町農業集落排水事業特別会計補正予算 

              （第１号）について 

○議長（小椋孝一君）    日程第２３、議案第６１号、平成２５年度紀美野町農業集

落排水事業特別会計補正予算（第１号）について、議題とします。 

  説明を願います。建設課長、山本君。 

（建設課長 山本広幸君 登壇） 

○建設課長（山本広幸君）    議案書の９１ページをお願いします。 

  議案第６１号、平成２５年度紀美野町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）。 



－４５－ 

  平成２５年度紀美野町の農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定め

るところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４万３,０００円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ２,６９４万６,０００円とする。 

  ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                 平成２５年９月１０日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  ９６ページをお願いします。歳入でございます。 

  ３款、繰入金で一般会計からの繰り入れを２２万１,０００円減額するものでござい

ます。これにつきましては歳出での人件費の減額と修繕費で中継ポンプ１基分の修繕に

伴うものでございます。 

  次に第４款、繰越金で２６万４,０００円の増額をお願いするものでございます。前

年度繰越金の確定によるものでございます。 

  ９７ページをお願いします。歳出でございます。 

  １款、総務費、１目、一般管理費で４万３,０００円の増額をお願いするものでござ

います。これにつきましては人件費の減額とポンプ修繕費に伴うものでございます。 

  以上です。 

（建設課長 山本広幸君 降壇） 

◎日程第２４ 議案第６２号 平成２５年度紀美野町美里簡易水道事業特別会計補正予算 

              （第１号）について 

○議長（小椋孝一君）    日程第２４、議案第６２号、平成２５年度紀美野町美里簡

易水道事業特別会計補正予算（第１号）について、議題とします。 

  説明を願います。水道課長、温井君。 

（水道課長 温井秀行君 登壇） 

○水道課長（温井秀行君）    ９９ページをお開き願います。 

  議案第６２号、平成２５年度紀美野町美里簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）。 

  平成２５年度紀美野町の美里簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定め

るところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 



－４６－ 

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３２９万４,０００円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億９９６万９,０００円とする。 

  ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                 平成２５年９月１０日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  １０４ページをお開き願います。歳入でございます。 

  ３款、１項、繰入金、１目、一般会計繰入金、２３６万９,０００円計上でございま

す。補正後の額が３,９７８万２,０００円です。 

  ５款、１項、１目、繰越金９２万５,０００円、前年度の繰越金の計上をさせていた

だいております。 

  １０５ページをお開き願います。歳出でございます。 

  １款、衛生費、１項、簡易水道費、１目一般管理費、人事による職員２名分の増額で

ございます。２節、給料で１４７万円、３節、職員手当等で１４０万６,０００円、４

節、共済費で４１万８,０００円、計３２９万４,０００円でございます。 

  以上、簡単でございますが、説明とさせていただきます。 

（水道課長 温井秀行君 降壇） 

◎日程第２５ 議案第６３号 工事請負契約の締結について（平成２５年度町道平中通り 

              ２号線（仮称・新龍光寺橋）橋梁架設工事） 

○議長（小椋孝一君）    日程第２５、議案第６３号、工事請負契約の締結について

（平成２５年度町道平中通り２号線（仮称・新龍光寺橋）橋梁架設工事）を議題としま

す。 

  説明を願います。建設課長、山本君。 

（建設課長 山本広幸君 登壇） 

○建設課長（山本広幸君）    追加議案書の１ページをお願いします。 

  議案第６３号、工事請負契約の締結について。 

  次のとおり工事請負契約を締結したいので、議会の議決に付すべき契約及び財産の取

得または処分に関する条例第２条の規定により議会の議決を求める。 

                 平成２５年９月１０日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  契約の目的です。平成２５年度町道平中通り２号線（仮称・新龍光寺橋）橋梁架設工

事。契約方法は指名競争入札。契約の金額、２億８,２４５万円。契約の相手方は和歌



－４７－ 

山県和歌山市屋形町４丁目１４－２、三井造船鉄構エンジニアリング株式会社和歌山営

業所長、氏原 徹。 

  以上です。 

（建設課長 山本広幸君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 散 会 

○議長（小椋孝一君）    本日は、これで散会します。 

（午後 １時５７分） 


